
令和３年度
藤岡市立鬼石中学校

校内研修まとめ

児童・生徒がいきいきと課題に取り組み、自力解決できる授業づくり

～思考を深める過程を大切にして～

一貫校研修主題



国語

単元「いにしえの心を訪ねる」

仁和寺にある法師

ＩＣＴ活用
・考えるヒントとして既習事項のまとめを見せるための

Google共有ドライブ「国語の部屋」の活用
・「ムーブノート」を使って個人の考えを共有
・「オクリンク」を使って個人の振り返りを蓄積



一人一人が古文を現代語に直しながら、法師が石清水八幡宮へ実際に
お参りできたのかを考える。

めあて 法師は石清水八幡宮をお参りしたのか、読み取ろう。



はじめて現代語訳なしで読む古文。
内容の理解を助けるために、共有ドライブ「国語の部屋」に既
習事項をまとめ、生徒がタブレットから見られるようにした。



「ムーブノート」には、「実際にお
参りした」「実際にはお参りしてい
ない」のどちらかの立場を選択肢で
表明してから、理由を打ち込む。

「広場」に集まった意見の傾向と
それぞれの意見を確認。次のグ
ループ学習につなげる。

自分の意見をミライシード「ムーブノート」に打ち込み、「広場」へ投稿
する。



班での話し合い
「ムーブノート」にあるクラス全員の意
見をタブレットで参考にし、グループと
して結論を出す。



学習の振り返り
提出期限はその日の２０：００まで。
時間をとることで、じっくり考えたい生徒をせか
さないようにする。

「すべての提出物を
子どもに公開」を選
択すると、振り返り
の共有ができる



成果

課題

・話し合いの対立の軸がしっかりしていたので、
生徒がしっかりと話し合うことができた。

・タブレット端末で、クラス内の他の生徒の意見
を見ることができ、班活動の自信になった。

・大多数の意見であった「実際にお参りをした」
派の意見を、「ムーブノート」でもう少し詳し
く取り上げ、自分の意見に自信を持たせてから
話し合わせると、さらに考えを深めることがで
きたのではないか。



数学

単元「三角形と四角形」

二等辺三角形の性質

ＩＣＴ活用
・つなぎ教材として活用した小学校の教科書の拡大投影
・証明の根拠となるためのヒントカードの提示



めあて 二等辺三角形の２つの底角は本当に等しいのだろうか。

定義をもとに二等辺三角形をかき、小３のときの学習を振り返りなが
ら、めあてを導き出す。

拡大提示



具体物を使って、証明に使う三角形を見いだし、証明に必要なヒント
をタブレット端末のヒントを参考に考える。



友達と意見交換しながら、証明
を完成させる。



全体でできあがった証明を共有する。



成果

課題

・小学校の教科書をつなぎ教材として、提示したこ
とで、二等辺三角形の性質を思い出し、証明の必
要性に気づき、めあてにつなげられた。

・数学を苦手としている生徒も多い中で、タブレッ
ト端末に難易度を変えたヒントを示すことで、理
解度に合わせて、証明を仕上げることができた。

・証明の手順の枠を用意して、カード形式のヒント
を穴埋めするような手立ても用意するとタブレッ
ト端末を活用する効果が出せた。

・早くできた生徒に対応した複線型の指導の準備が
できていなかった。



社会科

単元「生産と労働」

非正規雇用問題について考える

ＩＣＴ活用
・「ムーブノート」のスタンプ機能を活用した話合い活動
・個人の意見を班や全体で共有



生徒自身がスーパーの店長となり、直面している問題について考える。

めあて 「非正規雇用」を続けるべきかやめるべきか、
「労働者」「経営者」ともに納得できる解決策を提案しよう。



個人の考えを「ムーブノート」に記入する。

「対立と合意」「効率と公正」の視点から個人の解決策をまとめていく。



「ムーブノート」の広場に投稿する。全体で結果を共有し比較する。



同じ立場同士のグループに分か
れ、ベストな解決策を提案する。

「まとめおよび振り返り」
班での話合いを受け、最初の個
人の解決策をさらに検討し、
最終解決策を考える。



成果

課題

・「ムーブノート」の広場に集められた友達の意見
を参考に、自分の意見を見直すことのできた生徒
が多かった。

・タブレット端末の有用性と班での話合いの良さを
生かし、個⇒グループ⇒全体⇒個と、何度も思考
を深める場面をもたせることができた。

・めあての提示方法について、先に課題提示をし、
問題点を生徒と共有してから「めあて」を立てた
ほうがよかった。

・個人の考えの変容が見られるような工夫がされる
とさらに思考を深めることができる。



理科

単元「身近な物理現象」

力の大きさとばねの伸び

ＩＣＴ活用
・自作のばねの精度を求めるための、電卓機能の活用
・全員の成果と振り返りの共有



一人一人が輪ゴムで自作のばねをつくり、
二人一組で力の大きさと伸びからグラフを作成する。

めあて フックの法則を活用することで、自作のばねばかりで
身近な物体の質量を求めることができるのだろうか。



グラフから得られた質量と電子てんびんで量った質量を比較する。

タブレット端末の電卓機能を活用して精度を求める。



全体で結果を共有し、比較する。



振り返りの共有
オクリンクで、ノートの 「ばね
と考察」-「結果」-「まとめ・
振り返り」をタブレット端末で
撮影、連結して提出する。



成果

課題

・タブレット端末の電卓機能を活用することで、実
験の時間が確保された。

・一人一実験の結果を共有することで、生徒が主体
的に、より精度を意識して学習に取り組む姿につ
ながった。

・共有した他の人の「振り返り」を見て、よさや疑
問・発見を、次の自分の取組にうまく生かすこと
ができていない。意図的に取り上げ、継続して指
導を行っていくことが課題である。



理科

単元「電流とその利用」

電流と磁界

ＩＣＴ活用
・タブレット端末のカメラ機能を活用した実験の記録
・Googleドライブでの考察の共有



直流・交流電流につないだ時のLEDの様子を撮影する。

めあて 交流の電流にはどのような特徴があるのだろうか。



撮影した写真は共有フォルダに保存し、他の班の記録と比較する。



全体で結果を共有する。直流と交流を比較する。



撮影したノートをGoogleドライブに保存し、考察の共有をする。



成果

課題

・カメラ機能を使い視覚的に捉えやすくなること
で、いきいきと活動する姿につながった。

・結果をGoogleドライブに保存することで、他の
班の比較やその後のまとめで振り返ることが出来
た。

・カメラ機能を使うことで、実験の時間が長くなり、
後半のまとめの時間が十分確保できなかった。



英語

単元「Unique Animals」

魅力的なスライドを作成しよう

ＩＣＴ活用
・全員の振り返りの共有
・Google スライド&ドライブの活用



めあて 聞き手にとって魅力的なスライドを作成しよう。

評価規準

生徒への提示の仕方など
・単元の一番最初の授業で提示。
・ドライブ上で共有されているので、

生徒はいつでも見返すことが可能。
利点
・見通しをもって単元のゴールに迫ることができる。

A評価のスライド例



タブレット端末上で、友達のスライドや「ふりかえりシート」を参考に
する。



実際の発表の様子

学年ごと、Unit(単元)ごとにフォルダを作成し、学年・クラスの領域を
超えて参考となる作品等を見る。



発表後、自分の発表の様子を振り返る。

評価は紙で実施

撮影方法
・教師のタブレットで撮影した発表動画を本時の該当フォルダに保存する。



成果

課題

・「ふりかえりシート」を活用することで、生徒は毎時間、
見通しや目標をもって活動に取り組むことができた。

・「ふりかえりシート」を作成し、単元を通してどの場面で
どのように活用していくかを考えながら授業を進めること
ができた。

・発表の様子を撮影し、Google ドライブに上げることで、
発表後、即座に自分の発表を振り返ることができた。

・鬼石中のように少人数のクラスでは作成の際に生徒の変容
を教員が見取ることができるが、クラスの人数が多くなっ
た場合に、どのように「ふりかえりシート」を生かして一
人一人の変容を見取っていくかを考える必要がある。

・表現の幅を広げることはできた。深めることに関しては、
今回の単元のlook , give , call を使えていない生徒もいたの
で、減点という形ではなく、その文法を必須にするといった
条件を加えると良いのではないか。



英語

単元 Let’s Talk 5   お願い

Can you ~? 「～してくれませんか。」

ＩＣＴ活用
・デジタル教科書を使用した単語や会話文の復習
・「オクリンク」で各自で作成したスキットの共有



ウォーミングアップの会話活動をしてから、デジタル教科書を使って
前時に学習した単語や会話文を復習する。

めあて Can you ~?の文の入ったスキットをお互いに送り合って、
ペアで会話してみよう。



本時までに各自でバーベキューの場面のスキットを完成させた。
そのシートを写真に撮って、オクリンクで提出する。

クラスメイトの作ったスキットを見て、色々な表現がわかり、会話の
参考にすることができた。



スキットのシートを参考にして、ペアで会話練習をする。
回数を重ねるごとに上手に話せるようになってきた。



クラスメイトの前で、ALTと会話
の発表。他の生徒は集中して聞い
ている。

ドリルを解いたり、本日の授業
についての質問に答えたりして
「振り返り」を行う。



成果

課題

・デジタル教科書を使うことで、前時の復習が短時間で効率
的にできた。

・「オクリンク」を使って、相手とお互いにスキット文を共
有したことにより、表現の幅が広がり、その後の会話活動
に活かされた。

・「オクリンク」で他の人のスキットを確認する時間が短
かったので、もう少し長く取った方が良かった。

・ペアで会話する時に、相手が話した言葉の意味がわからな
い生徒がいたので、「オクリンク」で相手のスキットを見
ながら会話させても良かった。

・場面設定を生徒にとって身近で興味があるものにすると、
より意欲的に取り組めたと思われる。



音楽

単元「創作」

オリジナルBGMを作ろう

ＩＣＴ活用
・Webアプリ「Song Maker」の活用
・Googleスライドでの情報共有



めあて オリジナルBGMを友達のアドバイスを参考にレベルアップ
させよう。

前時で校外学習の写真に合ったBGMを創り、友達の意見をもらいなが
ら更によいものに仕上げていく。



スライドのコメント欄に良いところ・アドバイスを打ち込む。

グループのメンバーでBGMを聴き合い、アドバイスをする。

Song Maker
へのリンク

校外学習の写真

友達からの
アドバイス

自分の創りたい
イメージ



アドバイスを参考に、創作したものを改善する。



グループの中から1人代表者を選
び、全体で発表する。



成果

課題

・再生機能のあるアプリによって創作の幅が広がった。
・色や形で繰り返しやメロディーラインが視覚的に

分かり楽しむことができた。
・一人一人が自分の作品を作ることができた。

・いろいろな機能があるため、ねらいに合わせて使う
機能を制限する必要がある。

・アドバイスをし合う場面では、内容を明確にする必
要がある。



保健体育

単元「陸上競技(長距離走）」

～マラソン大会に向けて～

ＩＣＴ活用
・Webストップウォッチを使ってのラップ測定
・本時の走りが安定していたかをグラフ化、振り返りの

ためのスプレッドシートの活用



めあて 周ごとのラップを意識して、

安定した走りを心がけ、
自己ベストを目指そう。



Webストップウォッチ機能を使ってラップを測定する。



自己に適したペースを維持して走っているかを確認する。

スプレッドシートにラップを打ち込むことで、周ごとに安定している
かグラフが作成される。



スプレッドシートに合計タイムを打ち込むことで、目標タイムと本時
のタイムを比較したグラフが作成される。



成果

課題

・ラップをとることで、生徒一人一人が安定した走りを
目指すようになった。

・生徒の発言から、ラップを意識して練習できているこ
とがわかった。

・一人一人がラップを出し、自分の走りを分析していて
よかった。

・タブレット端末を校庭で使うことの大変さ。持ち運び
や取り回しがしづらい。天候、砂などに左右される。

・タブレットを日常的に使うことにより、扱い方の
スキルを向上させていく必要がある。



授業以外でのICT活用



朝の健康観察、生活アンケート、リモート授業参加はカレンダーから
行う。



欠席・遅刻・早退連絡は、学校HPや学校連絡メールのリンクから行
う。



その他、フォームを活用したアンケート例

・学校評価アンケート
（生徒・保護者・教職員）

・三者面談希望調査
・ワクチン接種予約日確認
・修学旅行アンケート
・通学路危険箇所調査 など



授業公開後の授業研究会は、Google JamBoardで行う。
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